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１．はじめに

　我が国における道路の速度規制は、道路幾何構造、
交通事故の発生状況、道路や沿道及び交通の状況等を
考慮して運用されている。しかしながら、我が国の速
度規制は、諸外国と比して低く抑えられている傾向に
あると言われている。このような経緯もあり、既存の
道路のサービス水準を向上させる観点から、行政側に
対し、しばしば速度規制緩和が求められる場合がある。
例えば、栃木県が管轄する一般国道119号（宇都宮北
道路、Ｌ＝5.4㎞）が、昨秋より、60㎞ /h から80㎞ /h
へと規制速度が緩和されている。本件緩和措置は、速
度を引き上げても安全性が確保できると判断され、導
入されるに至ったものである。なお、北海道において
も、このような規制緩和を求める議論は従来から存在
している。
　上記背景を踏まえ、本報告では、諸外国の速度規制
に関する考え方や事例について紹介することを目的と
している。対象国は、北海道と積雪寒冷の気象、地域
特性等の観点から共通点を有する国として、米国、
ロシア連邦、欧州各国などとした。（注：諸外国の場合、
我が国と異なり、主に道路管理者が速度規制を設定し
ている。）

２．速度規制の考え方

（１）設計速度
　我が国の道路構造令の解説と運用によれば、設計速
度は以下のように定義されている。
①自動車の走行に影響を及ぼす道路の物理的形状を
設計し、これらを相互に関連づけるために定めら
れた速度

②道路の設計要素の機能が十分に発揮されている条
件のもとで、平均的な運転者が道路のある区間で
快適性を失わずに維持することのできる速度

設計速度は、道路の幾何構造を検討し、決定するため
の基本となる速度である。曲線半径、片勾配、視距の
ような線形要素は設計速度と直接的な関係をもつ。ま
た、車線、路肩等の幅員は設計速度と直接関連づける

ことは難しいが、これらの要素は明らかに走行速度に
影響を与えている。
（２）規制速度
　我が国の道路交通法に基づき公安委員会が行う交通
規制は、「道路における危険を防止し、その他交通の
安全と円滑を図り、又は交通公害その他の道路の交通
に起因する障害を防止する……」（道路交通法第４条
１項）ことを目的として行われているが、これはその
時点における運転者の特性、交通事故の発生状況、道
路や沿道および交通の状況等を考慮して運用されるも
ので、これらの状況の変化に応じ弾力的に見直される
ものとされている。なお、我が国における法定速度は、
自動車の場合、一般道路60㎞ /h、高速道路100㎞ /h
である。
（３）85パーセンタイル速度
　1950年代以降、米国の交通エンジニアは85パーセン
タイルルールを適用している。この考え方は、速度規
制は、車両の走行速度（実勢速度）タイル85パーセン
トと上位15パーセントで区分されるものである。米国
の各州では適切な速度規制を行う指標として85パーセ
ンタイル速度を利用している。これは、悪天候や遅い
車両の影響を受けずに、特定道路区間で車両85パーセ
ントが選択する速度である。すなわち、85パーセンタ
イル速度は、その道路を走る多くのドライバーが安全
で合理的であるとみなす速度と考えられている。

３．諸外国の速度規制事例

（１）米国
　米国の場合、各州の交通局により速度規制並びに運
用が定められており、州毎にその内容は異なっている。
米国の道路における速度規制に関する一般的運用は、
地域区分や周辺土地利用状況により概ね以下の通り区
分されている。
　スクールゾーンの道路：25 ～ 40㎞ /h
　　　　　　　　　　　　（15 ～ 25mile/h）
　居住地の道路：40 ～ 50㎞ /h（25 ～ 30mile/h）
　市街地の道路：55 ～ 70㎞ /h（35 ～ 45mile/h）
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　郊外部（市街地外）の一般道路、都市内高速道路：
　　　　　　　　70 ～ 110㎞ /h（45 ～ 70mile/h） 
　州内の高速道路、地方部の高速道路：
　　　　　　　　90 ～ 110㎞ /h（55 ～ 70mile/h）
　州間の高速道路：105 ～ 120㎞ /h（65 ～ 75mile/h）

　上述の道路構造や地域区分等に加えて、テキサス州
では大気汚染等の環境要因や夜間時における速度規制
が実施されている。環境要因による速度規制について
はモンタナ州、夜間時における速度規制についてはノ
ースダコタ州、モンタナ州、オクラホマ州などでも実
施されている。
　また、最近では道路混雑状況や気象要因等を考慮し
て規制速度を変更する可変速度規制システムが導入さ
れている。本システムにより、交通流の円滑化や交通事 故削減等の効果があるとして、肯定的に評価されている。

（２）ロシア連邦
　ロシア連邦における区分された道路毎の法定速度
（最高速度）を示したものが表－１の通りである。
2001年、連邦交通安全監督当局による道路交通法の改
正が行われたが、表－１は同改正資料に基づき作成し
たものである。道路の区分を居住地の道路、市街地の
道路、郊外部の道路（市街地以外の道路、都市間を結
ぶ郊外道路）、自動車専用道路（高速道路）の大きく
４つに分けていることが特徴である。このように、最
高速度を設定する際、道路構造、地域区分及び周辺土
地利用状況が考慮されている。車両及び貨物種類につ
いても、普通自動車、自動二輪車、都市間バス等の９
つに区分し、地域区分毎に法定速度が決定されている。
　次頁に郊外部道路としてサハリン州内の２＋１車線

写真－１　可変速度規制

（表示している数字は、mile ／ｈ）

（http://its.dot.gov/ より）

表－１　ロシア連邦における法定速度（最高速度）（単位：㎞ /h）

写真－２　ワシントン郊外の空港連絡道路

　　（自動車専用道路）（撮影：著者（宗広））
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道路構造の連邦道路を写真－３、市街地内の道路とし
て極東ハバロフスク市内道路を写真－４、自動車専用
道路としてモスクワ環状道路を写真－５に示している。
また、モスクワ環状道路ではＬＥＤ表示による可変速
度規制システムも設置されている。（写真－６参照）
（３）欧州各国
　欧州各国の道路種別並びに車両種別による速度規制
の概要を表－２に示している。（本表は、諸外国の速
度規制に関するWEB サイト：http://en.wikipedia.
org/wiki/Speed_limit 等を参考とした。）
①イギリス
イギリスの最初の高速道路では、速度規制は適用さ
れなかった。しかし、交通事故の発生に従って、当
面の間の措置として110㎞ /h（70mile/h）が適用さ
れている。スコットランド警察関係者や英国ドライ
バー協会からは、本速度制限を緩和すべきとの要請

があった。英国の最大野党である保守党は、現在、
高速道路における速度規制を130㎞ /h（80mile/h）
まで緩和することを提案している。
②フランス
フランス当局では、可変速度規制システムを用いて
いる。乾燥路面時の高速道路は規制速度130㎞ /h
であるが、雨天時には規制速度110㎞ /h まで減速
させている。
③ドイツ
ドイツのアウトバーンは、規制速度区間を除いて、
速度無制限であることはよく知られているが、居住
地を通過するなどの特定区間では自動車による騒音
を減少させるため速度規制の措置が取られている
他、トラック、バス、牽引車両（トレーラ）を対象
として速度規制の措置が取られている。なお、アウ
トバーンの推奨速度は130㎞ /h である。

写真－３　サハリン州内の２＋１車線の連邦道路

（郊外部の道路）（撮影：著者（宗広））

写真－５　モスクワ環状道路（自動車専用道路）

（撮影：著者（宗広））

写真－４　極東ハバロフスク市内の道路

（市街地の道路）（提供：仲田　田氏）

写真－６　可変速度規制システム（モスクワ環状道路）

（撮影：著者（宗広））
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④イタリア
イタリアの高速道路の速度規制は130㎞ /h である
が、カーブ区間と雨天時には110㎞ /h に制限され
ている。また、新設の直線区間では150㎞ /h が制
限速度である。
⑤スイス
スイスの高速道路は、最高速度として120㎞ /h に制
限されている。準高速道路では、より低い100㎞ /h
の速度である。
⑥スウェーデン
スウェーデンの高速道路は、大都市地域で110㎞ /h
の速度制限となっている。郊外部の一般道路では、

90㎞ /h が主体となっているが、欧州各国の中では、
環境要因等を考慮し、低めに抑えられている。
⑦フィンランド
フィンランドの道路における速度規制は、以下のよ
うな要因に基づき、運用されている。
・道路構造（道路幅員、交通量、道路線形）
・地域区分（居住地、市街地、郊外部、高速道路等）
・冬期間における速度規制（積雪期となる毎冬の概
ね10月～４月頃に速度規制の引き下げが行われて
いる。）
・冬期気象や路面条件を考慮した可変速度規制シス
テムの導入。

表－２　　欧州各国の速度規制（参考）

（http://en.wikipedia.org/wiki/Speed_limit 等を基に作成）
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（４）カナダ
　カナダにおける速度規制は、地域区分により、主と
して概要以下のように運用されている。詳細について
は、州毎に決定、運用されている。同国における速度
規制は、米国及び欧州各国と比してやや低く抑えられ
ている。
　スクールゾーンの道路：30 ～ 50㎞ /h
　居住地の道路：40 ～ 50㎞ /h
　市街地の道路：60 ～ 70㎞ /h
　郊外部（市街地以外）の一般道路、都市内高速道路：
　　　　　　　　80 ～ 100㎞ /h 
　高速道路：100 ～ 110㎞ /h
（５）アルゼンチン
　アルゼンチンにおける速度規制は、地域区分により
概要以下のように運用されている。
　市街地の道路：40、60㎞ /h
　郊外部（市街地以外）の一般道路：110㎞ /h
　高速道路：130㎞ /h
（６）中国
　中国の高速道路では、最高速度が110㎞ /h に制限さ
れていた。道路交通安全法の施行に伴い、2004年5月
現在で、最高速度120㎞ /h に変更された。また、準
高速道路は最高速度100㎞ /h、一般国道は最高速度80
㎞ /h である。
（７）ニュージーランド
　ニュージーランドでは、概要以下の区分により速度
規制が運用されている。
　スクールゾーンの道路：20㎞ /h
　道路工事区間を通過する場合：30㎞ /h
　市街地内の道路：50㎞ /h
　都市内の幹線道路：60㎞ /h
　建造地域を通過時の一般国道：70 ～ 80㎞ /h 
　高速道路及び一般国道：100㎞ /h

４．まとめ

　諸外国における速度規制に関する事例収集の結果、
概要以下のようにまとめられる。
（１）地域区分による速度規制
　諸外国の事例では、地域区分、周辺土地利用状況及
び道路構造に従って、基本となる速度規制が定められ
ている。例えば、ロシア連邦の事例では、居住地内の
道路、市街地内の道路、郊外部（市街地以外）の道路、
自動車専用道路（高速道路）の大きく４つに区分され
ている。この考え方は、他の諸外国にも共通しており、
それぞれの国・地域の実状に応じて運用されている。

（２）可変速度規制システム
　気象条件や路面状態を考慮し、規制速度を変更させ
るシステムが各国で導入されている。本報告では、米
国、ロシア連邦、フランス、フィンランド等の取り組
みについて概略を紹介した。（可変速度規制システム
は、この外にもイギリス、ドイツ、オランダ、オース
トラリアでも導入されている模様）各国で、乾燥路面
状態で安全性を確保できる速度、気象要因（雨天、降
雪等）や路面状態（湿潤、凍結、圧雪等）を考慮した
場合に安全性を確保できる速度に関する実践的な試験
研究も取り組まれている。米国やフィンランドにおけ
る研究レポートによれば、ドライバーは、気象及び路
面状態に応じて速度を可変する本システムの導入を支
持している。
（３）85パーセンタイル速度
　米国の各州では適切な速度規制を行う指標として85
パーセンタイル速度を利用している。（他の欧州各国
等でも、同様の考え方により運用されているものと考
えられる）地域区分や道路構造を踏まえ、ドライバー
の運転特性を考慮した速度規制が運用されている。

５．おわりに

　本報告により、諸外国における速度規制の事例につ
いて紹介した。我が国の規制速度（法定速度）は、地
域区分の別なく一律に設定されており、諸外国と比し
て、特に郊外部において格段に低く運用されている。
現行は、一般国道：60㎞ /h、暫定２車線高速道路（簡
易分離構造）：70㎞ /h、暫定２車線高速道路（中央分
離帯構造）：80㎞ /h、４車線高速道路：100㎞ /h など
と運用されている。今後は、北海道内の国道を対象と
し、道路構造と安全性、走行性の観点から調査研究を
重ね、知見を深めていく所存である。例えば、欧米各
国で導入されている気象条件や路面状態を考慮した可
変速度規制システムは、北海道の夏冬の季節変動に伴
う道路状況の変化を考慮したとき、適用可能性のある
システムであると思われる。
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